












1.研究目的 

 乳幼児の死亡は年を追って改善されてきたが,その中で不慮の事故に原因する死亡はほ

とんど改善されていない。医学の進歩や薬学の進歩などによって他の死因による死亡が減

少してきたために,全死因の中で占める事故死の割合が,むしろ年を追って高くなっている

といえる。したがって,乳幼児の事故防止は,この年令層に対する最も重大な課題であると

言って過言ではない。 

 本研究においては,これら乳幼児の事故災害の実態を把握し,事故災害の要因を究明し,

事故災害に対する対策を確立しようとするものである。 

 本年度は,東京都の A区における実態調査を行ったので,その結果について報告をする。 


